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 要 旨   

目的： 

大腸の鋸歯状のポリープ (serrated polyps, SP)は悪性である可能性があるとされている。

我々は、改善可能な生活習慣の因子と SPs リスクとの関連を検討するために、システマテ

ィックレビューとメタアナリシスを行った。 

方法： 

Medline、Embase、Web of Scienceを用い、2016年 3月までに公表された観察研究およ

び介入研究を検索した。条件としては、“risk”あるいは”risk factor”、”serrate”あるい

は”hyperplastic”、”polyps”あるいは”adenomas”、”colorectal”あるいは”synonymous”とい

う用語が含まれる論文とした。同定した論文のタイトルとアブストラクトは独立した少な

くとも 2名によりレビューした。SPリスク評価のため、ランダム効果モデルを用い調整済

み相対リスク (RR)および 95%信頼区間 (CI)を算出した。 

結果： 

7つの異なる生活習慣因子 (喫煙、飲酒、肥満、食事、身体活動、薬物治療およびホルモン

補充療法)と関連した SPリスクを検討した論文が 43件抽出された。暴露因子の高カテゴリ

と低カテゴリを比較すると、タバコ (RR, 2.47; 95%CI, 2.12-2.87)、飲酒 (RR, 1.33; 95%CI, 

1.17-1.52)、BMI (RR, 1.40; 95%CI 1.22-1.61)および脂質や肉類の高摂取で SPリスクは有

意に増加した。対照的に、非ステロイド抗炎症薬 (RR, 0.77; 95%CI, 0.65-0.92)あるいはア

スピリン (RR, 0.81; 95%CI, 0.67-0.99)の使用は、葉酸、カルシウム、食物繊維の高摂取と

同様に SPリスクを有意に減少した。身体活動およびホルモン補充療法と SPリスクとの関

連は認めなかった。 

結論： 

いくつかの生活習慣因子、主に喫煙と飲酒は SP リスクと関連した。これらの結果は、SP

進展のメカニズムの理解を深めるとともに、直腸結腸腫瘍の鋸歯状病変への経路は生活習

慣の改善と共に減少する可能性を示した。 

 


